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小誌ではこれまで2度にわたり，国際学会で発表することの意義やヒン
トについて考えてきました（2018年51巻6号；2019年52巻5号）。国際学会
への参加はもとより発表を行なうケースも近年ますます増えていますが，
ポスター発表に比べオーラルプレゼンテーションについては，いまなお敷
居が高いと感じられる傾向が強いのではないでしょうか。
昨年の第40回日本看護科学学会学術集会では，同学会国際活動推進
委員会企画によるシンポジウム「国際学会オーラルプレゼンテーションへ
の第一歩」が開催されました。本特集ではこのシンポジウムの内容を中
心に新たな書下ろし原稿も加え，オーラルプレゼンテーションを行なう上
で押さえておきたい考え方やスキル，そして実際の発表の経験とプロセス
をご紹介します。
オーラルプレゼンテーションを通じて，研究成果を世界に広く発信する
チャレンジに向けたヒントを提供できれば幸いです。
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特集

国際学会における 
オーラルプレゼンテーション 
そのヒントと経験
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